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市街地ゾーン 

田園ゾーン 

交通ネットワーク 

コンパクト＆ネットワークの都市構造の形成イメージ 

コンパクトシティの概略 
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・主に住宅地としての土地利用を形成し、良好なゆとりある居住環

境や暮らしやすさの向上を図ります。 

・都市基盤の整備されている地区では、緑化の推進、街並みの誘導、

歩道などの公共空間のバリアフリー化などにより、良好な居住環

境の維持・保全および一層の環境向上を図ります。 

・都市基盤の未整備な地区では、生活道路、下水道、排水施設など

の生活基盤の整備、緑地の保全などにより、居住環境、生活利便

性の向上を図ります。 

・コンパクトな都市構造を実現するため、基本的に、住宅地として

の市街地の拡大を抑制し、市街地内に残っている低・未利用地の

有効利用を進めます。 

・郊外の既存集落では、田園環境を生かした土地利用を進め、コミ

ュニティの維持、排水施設や生活道路の整備など、居住環境の向

上を図ります。 

・集落の定住人口を維持するため、優良田園住宅制度、地区計画制

度などを導入し、周辺の農業環境と調和した居住空間を形成します。 

・主に、商業、業務、都市サービス、娯楽などの土地利用、人々が

集まるにぎわいのある場としての機能の充実を図ります。 

・生産、港湾、物流、研究開発などの産業系の土地利用の増進、機

能の高度化を図ります。産業系用地では、敷地の植栽緑化を誘導

します。 

・まとまった優良地は、水田、畑地などの農地としての土地利用の

維持保全を図ります。（ゾーンには小規模な集落などを含みます。） 

・山林、樹林地などの緑の保全を図ります。（ゾーンには小規模な

集落などを含みます。） 

引用：八戸市都市計画マスタープラン（平成16年3月） 




